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図8　膝屈曲による遠位の断端形状変化 図9　完全屈曲による陥入

図5　脛骨遠位端下の余剰組織        図6　著しいコニカル（円錐形)）

イントロダクション

前回126号ではIcerossの発展の過程について、導入から最新の革命であるシールインまでを説明いたしました。

IcerossのコンセプトやTSB、高齢化やPVD、糖尿病などへの義肢の介入を裏付ける文献を引用しました。

前号の処方のガイドラインでは、ピンとシールインの選択を示しました。二つの別個のサスペンションはそれぞれを補完

する選択肢となり、大多数の下腿切断者にとって実行可能な方法です。しかしながら、結果をよりよいものにするキーは

正しい装着者の選択です。すなわち、どのような時にピン・サスペンションを、あるいはシールインのハイポバリック・

サクションを選択するのかを知ることです。

本稿では、シールインを処方の明確なガイドラインを、チェックリストとしてリハビリテーション・チームや切断者が日

常に使用できるものを記します。

ピン・サスペンションのレビュー

ピン・サスペンションのアドバンテージは以下の通りです。

・断端のボリューム変化や、気温、水、地面(砂、泥、小石、雪、氷)などによる環境の影響に関わらず、確実なメカニカ

　ル・サスペンションをもたらします。

・多くのロッキング・サスペンションの選択－ラチェット、クラッチ、スムースピン、ランヤード(図1-4) などがあります。

シールイン・レビュー

・固有受容覚の増大

・膝関節のROMの増大

・サスペンションによって遠位端に不快のある

場合のIcerossの選択肢

・ソケットの構造的高さの減少－

　バルブは高さに影響しないため

・ソケットの軽量化－より少ない部品

・より簡単なメンテナンス、サスペンショ

ン・スリーブが必要ない

装着者選択のチェックリスト

・日常的なIcerossの取扱いプロトコ－ルに従う能力と意志を示す。

・断端は以下のようであること。 

　膝のROM全体で円柱形を保つこと。極端な形状の変化には禁忌。著しい形状の変化は、HSMとソケット内壁の間にエ

アーチャンネルを作ってしまいます。(図5,6,8,9,10,11参照)

シールイン　患者の選択と、患者の使用のガイドライン

・難しい断端の形状でも、サスペンションを容易にします。このような形状では、HSMとソケット内壁との

　airtight seal(密閉)は難しいでしょう(図5,6,8､-11参照。)

・衝撃/活動レベル

第2世代 Iceross
スタビロ・シールイン
デ ル モ・シールイン

図10　HSMへの影響    図11   エアータイト・シール(密閉)を妨げる
　　　 エアーチャンネル

シールインのハイポバリック・サクションのアドバンテージは以下の通りです。
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